
当社グループは企業価値を構成する要素のなかでもROEが特に重要であると考えています。伝統的なリースやファイナンスにとどまることなく、事業ポートフォリオ変革により
高付加価値ビジネスへ事業領域を広げリスク・リターンを引き上げることによる「ROAの向上」、財務健全性維持や積極的な投資戦略を支えるために必要な資本の確保と株主
還元を両立させる「財務レバレッジの適正化」を図ることで、ROE向上を実現していきます。また、資本市場との対話を通じて「成長期待の向上」「株主資本コストの低減」に取
り組み、PER水準の切り上げを図っていきます。こうした大きな方向性を2025中計に織り込み、財務・非財務目標の達成をめざしています。

PER水準を徐々に切り上げ

成長期待の向上
●  市場見通しを上回る実績
●  目標達成に向けた戦略・施策とその進捗に関する説明力
強化

●  ステークホルダーによる当社グループの理解度向上 等

株主資本コストの低減
●  ESG評価の向上
●  非財務資本の蓄積、開示の充実
●  レジリエントな事業ポートフォリオの構築

▶ P.54  

▶ P.47-52、P.55-72  

利益絶対額の増加を伴い、

株主資本コストを

持続的に上回るROE実現

ＲＯＡの向上
●  事業ポートフォリオ変革によるリスク・リターンの引き上げ

財務レバレッジの適正化
●  事業ポートフォリオ変革を見据えた最適資本構成の実現

▶ P.22-26、P.27-46  

▶ P.22-26  

資本市場との対話

2023～2025年度 
中期経営計画における戦略

経営計画（財務目標）

●  「ビジネスモデルの進化・ 
積層化」

● セグメント別事業戦略
● 組織横断での重要テーマ
● 変革を促す仕組み

経営計画（非財務目標）
●  価値創造プロセス（非財務資本の
蓄積による財務資本拡大の流れ）

●  経営基盤強化戦略

●  「ビジネスモデルの進化・ 
積層化」を支える財務戦略

（分母）広義の株主資本コスト：現状10%程度［自社推計値※2］

※1 ROE=ROA×財務レバレッジ
※2  ［自社推計値］≒  
［投資家との対話を通じて確認した株主資本コスト］
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当社グループが企業価値向上のために重要視していること


